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  Studies on the Components of Eqible Plants (part 4) 

Chemical Components of Polygonum cuspidatum Seib et Zucc

     緒    言

 虎 杖根 とは山野 に 自生す る多年 草 イタ ドリPolygo-

num cuspidatum Seib et Zucc., Reynoutria

Japonica Houtt(タ デ 科Polygonaceaeに 属 す る)

の根 で古来 よ り民 間で緩下,利 尿,通 経,鎮 痛,鎮 咳

健 胃剤 と して用い られ てい る。
                      0
 イ タ ドリの成 分の研究 は1084年A.G. Perkinに よ

って加水分 解に よ りEmodin, Emod in-monometh

yletherを 生 ず る配糖体Polygonin(cuspidatin)・ 遊

離 のEmodin, Em(》din-monomethylether よびm.

P.134～135。Cの 蝋 が報告 され てい る。そ の後1907年A.
       U
Grois, L. Ciet6に よ りEmodinの 含 量 が明 らかに さ

れ,そ の薬理 的研究 もな され,そ の効力 が明 らか とな
       -                      o

った 。 そ して1926年 に はM.Bride1, C. Beguinに

よ りラム ノ ジァス ターゼに より糖 とPolydatogeno1に

加 水 分解 され るPolidatosidな る配 糖体 を含 む と報告
               
して い る。そ の後,野 々村,丸 山氏 に よって 虎杖根 よ

りAnthrachinonと 共 に一種 の配糖 体 を分離 しPoli

datinと 命 名 され た が,1963年 野 々村,加 奈 川,牧 本
o

氏に よって刈米,高 橋,伊 藤,増 谷 氏 に よ りアカ エ ゾ

マ ツ葉 よ り新 配糖 体と して単離 され たStiエbene誘 導

体 のPiceid(3.4'5-trihydroxystilbene-3一 β一mo

no--d-91ucosid)な る ことを同定 した 。 す なわ ち,

Polidatinは 、3.4ノ.5-trihydroxystilbene (resverat

rot)な るAglyconにGlucoseが1molβ 結 合 をす る配

糖 体で あ る ことを明 らかに した。 また,葉 に は中村,
     0
太 田,福 地 氏に よ りFlavonol配 糖 体 のlsoquercitrin
                   
を含有 す る とされ,そ の他 のFlavonoidVつ い て も報
             0              0

告 が あ る。 他に茎 の酸味成 分,葉,茎 の ビタ ミンC,
                  

タンニン含量,抽 出物の抗菌性,血 糖降下作用を有す
    ⑱        ⑭        ⑮        ⑯

る活性-酸,食 品分析.生 薬学的研究,Flavon類 に
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つい て も報 告があ る。

 著 者等は虎杖 根中 のStilbene誘 導 体 の配 糖体Polid

atin(Piceid),Anthrachinonと してEmodin,

Emodin-monomethylether, Chrysophansanを 分

離確認 した ので報告す る。
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    実 験 の 部

【A】 虎杖根 よりPolydatinの 抽出お よび分離

(1)供試料

 1965年4月 下旬京都市東 山区泉 山御陵付近で採集 し

た新鮮 な虎杖根の破砕片1!!を 試料とした

②抽出

 虎杖根11を メタノールで3時 間ずつ温浸(65。C

)し,浸 出液は温時炉過 し,一 夜放置後折出 して くる

蝋状物質を炉去し,炉 液を低温減圧でメタノールを除

去 し,シ ロップ状と し熱湯で繰 り返 し抽出 し,抽 出液

を合わせて一夜放置 し生じた樹脂状物質を除去 し,減

圧濃縮 した ものにエーテルを飽和層積すると,直 ちに

析出物を認めた。析出物 を炉取 し,こ れを34°°メタノ

ールで再結晶を繰 り返 して無色針状結 晶710mgを 得た

m.P.225～226。C

〔性状〕

oメ タノール ,エ タノール,ア セ トンに易容
。水に冷時不溶

,熱 時可溶         -

・Molisch反 応(+)

。Fehling反 応(一)

(3)配糖体の加水分解

 配糖体200mgを 取 り,5%硫 酸で1.5時 間加水分解

を行なった。加熱時一度溶解す ると同時に分解 され て

無色のAglyconが 析出 した。放冷後 これを炉取 した。

(4)Aglycon

 加水分解に より生成 したAglyconを40° °メタノール

で再結晶を繰 り返 して無色針状結 晶21mgを 得た。 m.
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P.255^-257°C(decomp)

〔性 状 〕

・塩化 第二鉄 に緑 色を呈す る。

。メタ ノール,エ タノール,ア セ トンに易 溶

。臭 素 ,過 マンガ ン酸 カ リを 脱色す る。

〔吸収 スペ ク トル 〕

 Aglyconの 結 晶をM/20,000の エ チル アル コール (

99.5v°o)溶 液 に調整 した ものを検液 と し, Automa

tic Recording Spectrophotometer(Type SV 50A.

No.91239)Shimadzu seisakusho LTD.に よ り紫

外部の 吸収 スペ ク トル の測 定を行 な った。
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d)展 開 溶 媒:Piridi血:H20:Benzen-1:3:1

  (下層)

e)展 開 温度 お よび展開時 間:19～20°C,10時 間

f)発 色 剤:HNO2

(第2表)AglyconのRf値 お よび呈 色

実験値

文献値(註1)

Rf値

0.65

0.61

呈色

黄褐色

褐 色

(註1)東 洋濾紙No.53を 使用

(5>糖の 検 索

 前 記(3)の 加 水分解 後析 出 して きたAglyconを 炉 取 し

た 母液 にBaCO3を 加 えて中 和 し.生 じた 沈澱物 を炉

去 し,炉 液 を濃 縮 し,エ ー テル を加 え て振盈 しエー テ

ル可 溶性 の不 純物 を除去 し,濃 縮液 に蒸 留水 を加 えて

適 当に稀釈 し,Paper Chromatographyお よびOsaz

oneの 生 成 に よ り糖 の検 索 を行 な った 。

iPaper Chromatography

 a)検 液:加 水分解 液

 b)展 開 方法:一 次元 上昇 法

 c)吸 着 剤:東 洋濾 紙N(L50(40×2Cm>

 d)展 開 溶液:n-Buthanol:Acetic acid:H20=

   4:1:5(上 層)

 e)展 開 温度 お よび時 間:280C,18時 間

 f)発 色 剤:Benzidine

 9)発 色 温度 お よび時 間:105。C,5分 間

 h.)対 照 液:Glucoseの0.1°o水 溶液

検 液

(第1表)検 液の紫外部吸収極大値(波 長mｵ)

検液値

文献値 ⑤

1

307

308(307.315)

皿

316

316

`

対 照 液

[Paper Chromatography]

a)検 液:Aglyconの 結 晶をエ タノ ールに 溶か した

  も の。

b)展 開 方法:一 次元 上昇 法

c)吸 着 剤:東 洋炉紙No.50(40×2cm)

検液 と対照液の混合液
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      (第3表)糖 のRf値
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検        液

対   照   液

検液と対照液の混合液

文   献   値

!

i

1

0.19

〔Osazoneの 生 成 〕
㌧前 記
の結合糖 の検 索 のた めPaper IChromatogra

phyV'使 用 した検 液 で常法 に よりOsazoneを 作 り70°o

エ タ ノール で再 結晶 を繰 り返 してm.P.204QCの 黄 褐

色 の結 晶を得た。

【B】 虎杖 根 よ りAnthrachinon体 の 抽 出お よび分離

(1)供 試 料

 1965年5月 上 旬京 都市東 山区泉 山御 陵付 近 で 採 取

し,破 砕片 と して乾燥 した もの1.1kg(新 鮮 物5.3kg)

使 用 した。

② 抽 出

 乾燥 した虎杖根 をエタノールで温浸 (78。C)を 繰

り返 し(50時 間〉,赤 紫色浸出液 よりエタノールを常

圧で除去 して,赤 褐色物質を得た。 これを真空デシケ

ーター中で乾燥後,朝 比奈式抽出器に よりエ ーテル抽

出を長時間にわた って行ない,抽 出液を5%炭 酸ナ ト

リウムと振盈 した。

③炭酸 ナ トリウムに移行 した 部分

 液を希塩酸で酸性とすると黄褐色結晶が析出してき

たが これをエ ーテルに転溶させ,エ ーテルを除去 し,

得た粗結晶を少量のアセ トンで洗源 した後,氷 酢酸で

再結晶を行ない,さ らにベンゼン,ト ルエンで再結晶

を行ないm.P.250。Cの 榿黄色針状結 晶を得た。

〔性状〕

。アル コール ,エ ーテル,ア セ トン,酢 酸エチル,氷

 酢酸,ア ミルアル コールに可溶

。ベンゼンに難溶

〔呈色反応〕

(第4表)文 献に よるEmodinの 呈色反応との比較

呈 色 試 薬 検 体 の 呈 色 Emodinの 呈 色

苛性アルカリ

アンモニア水

濃 硫 酸

アルカリ性溶液に対する    酢酸銅

      〃       酢酸鉛

      〃    水酸化バ リウム

アルコール溶液に対する酢酸マグネシウム⑱

血  赤  色

青  紅  色

深  紅  色

紫 色 沈 澱

澄 黄 色 沈 澱

紅 色 沈 澱

燈  赤  色

血  赤  色

青  紅  色

深  紅  色

紫 色 沈 澱

黄 色 沈 澱

紅 色 沈 澱

榿  赤  色

(4)炭酸 ナ トリウムに移 行 しない 部分(エ ーテル 層)

 液 を5°oカ セ イ ソーダと振 盈 し,水 層 を希塩 酸で酸

性 とす ると黄 色結 晶が析 出 して きたが,こ れ を エ ー

テル に転溶 させエ ーテル を除去 して得た 黄 色 粗 結 晶

を アセ トンで洗 い メタ ノール:ク ロ ロホル ム(1:1)

で 再 結,さ らに氷 酢酸,ベ ンゼンで再 結晶 を行 ない.

m.P.204～2060Cの 榿 赤色長針 状結 晶を得 た。

〔性状 〕

。ベ ンゼ ン ,ク ロロホル ム,二 硫化 炭素に可溶

。アル コール ,ア セ トンに鄭i溶

。稀 釈 アンモニ ア水 に不 溶

〔呈 色反応 〕

(第5表)文 献に よるEmodin-monomethyletherの

     呈 色 反応 との比較

呈鰍 薬 陳 体の呈色 監翻瀦 麗e

(5)Emodin-1nonomethylether炉 取 酢酸 母液

 前 記(4)に お い てEmodi11-monomethyletherの 氷 酢

酸再結 母液 を濃縮 してm.p.194。Cの 黄 色板状結 晶を

得 た。

〔性状 〕

。水
,冷 炭酸 ナrリ ウ ム液 に不溶

。アル コール ,エ ー テル,ア セ トン,ベ ンゼ ン,ク ロ

 ロホル ム,酢 酸 エチル,石 油 工一 テル に可 溶

〔呈 色反応 〕

  (第6表)文 献 に よるChrysophansanの 呈 色

      反 応 との比較一
赤  色

赤  色

紅 紫 色

濃  硫  酸

第 二 塩 化 鉄

酢酸マグネシウム

濃  硫  酸

酢酸マグネシウム

アルカ リ 溶液

鮮 紅 色

赤   色

紅 紫 色

鮮 紅 色

赤 褐 色

赤   色

鮮 紅 色

暗 赤 褐 色

赤    色

     結 果 お よび考 察

新鮮根をメタノール抽出 し.低 温減圧でメタノール
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を除去 し.熱 湯での抽 出液にエーテルを飽和層積する

ことにこよ り無色針状結晶を得た。その融点,性 状が配

糖体Pol idatin(Piceid)に 一致 した。

 これを5°o硫 酸で加水分解を お こ な い,Aglycon

はその融点,性 状 および紫外部吸収スペ クトル,ま た

Paper Chromatographyに こよりResveratrolで あ

る事を確認 した 。又糖はPaper Chromatographyお

よびOsazoneの 生成に よ りGlucoseで あるこ と を

確認 した。

 以上 よりPolidatinは 植物成分 としては少い松柏類

に分布するStilbene誘 導体のResveratrolをAglyco

nと す る配糖体piceidで あることを確認した。

 また乾燥根をエタノールお よびエーテルで抽出し.

炭酸ナ トリウム溶液へ転溶させ希塩酸で酸性 とす るこ

とにより黄色針状結晶を分離 し,その融点,性 状,呈 色

反応に よりE血odinで あることを確認 した。さ らに炭

酸ナ トリウムに移行 しないエーテル層をカセイ ソーダ

溶液と振盈 し,カ セイ ソーダ転溶部を希塩酸で酸性と

す ることlrよ り澄赤色長針状結晶と黄色板状結晶を分

離 し,そ の融 点,性 状,呈 色反応に よりEmodin-mo

nomethyletherとChrysophansanで あることを確認

した。

 イタ ドリの茎や葉が民間で しば しば根 と同一 目的に
            ⑱
使用され るが茎にはJaretzkyの 報告の如 くAnthrach

inon体 は認め られず少量のFlavonol配 糖体が存在す

ることを認めた。
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